
山地における狩猟秘伝書の伝播について

I 問題の所在

秋田県北秋田郡阿仁町荒瀬地区の根子・打当

などのマダギ集落では，山の神が子を生むとい

う伝承がある。このこと自体は必ずLも阿仁マ

ダギに限らず，奥羽各地の猟師や九州、l山地の狩

人たちも知っており，昔，山の神様が子を産も

うとしているところに，ある狩人が行きかかり，

汚れをいとわず手助けをしたために，今でもそ

の狩人の子孫であると言って祈れば，必ず獲物

が授かるという由来語として伝えられてきた。

特にこの話が奥羽の山村によく知られている理

由は，冬の山の神祭のヨゴモリの折に，古老が

千葉徳爾

故柳田国男翁は， この伝承を重視して，次の

ように書いている。.r殊に我々が興味深く聴い

たことは，羽後の荒瀬のマダ、ギたちが，此口碑

(山の神の出産を助けた者は栄え，知らないで

助けなかった狩人の流派は衰えた〉と関聯して

今でもまだ記憶して居るらしき山神の物語に，

釣針を失ってそれを捜しに来たエピス様と縁を

結んで、，それから身持になって山の中で御産を

なされたやうに，説かうとする部分があること

である。是は何とぞして今一段と正確に， どこ

か他の地方のマダギの中からでも是非に聴取っ

て置きたいものと思ふ。是が千年の遠い古へか

ら，耳と口とのみで、伝へて来た具伝で、あった場

この話を山の神祭の縁起として若者たちに語っ 合は勿論，仮に何人かが神代巻を読んで，それ

て聞かせるのが，習わしになっていたからであ をやや粗略に話して聴かせたのだとしても，土

る。 地が山間であり聴衆が山立である限りは，完全

ところで，打当のマダギが伝えていた話では， に今は埋もれたる文化の経路なのである。彼等

この山の神がなぜ、子をもうけることになったか， と山の信仰に携はった一派の宗教家との関係は，

その由来が語られていた。故杉浦健一氏が報告 恐らく此途からより他には尋ねて行く手だてが

されたところによる2， 「最初にエベス神(漁 無い」。

の神〉と山の神様(狩の神〉との兄弟があり， 柳田翁の記された話の筋は，杉浦氏の書かれ

弟の山の神は兄のエベス様から只一本しかない

釣針を借りて漁に行き針を失う。竜宮に行って

乙姫と仲良しになる。山の神が山に帰ると妊娠

した乙姫は山の神の後を追って山に来る」とい

う筋で，山の神と夫婦になったのだから乙姫も

山の神であって，マダギの小屋に泊めてもらい，

その助けで12人の子を産む。現在では，打当で

も根子でも， この話を記憶している者はいない

が，昭和10年頃にはまだいたので、あろう。筆者

が昭和40年頃尋ねた限りでは，打当では小学生

時代に学校でこれに類した話を教師から聞いた

記憶を持つ者は，老年・壮年者を通じていない

ということであった。

たところを若干誤解しておられるようだが，要

はこの山聞の伝統的狩猟信仰を保持した人々の

中に，海幸山幸の神話のあらずじが保存され，

それが山の神信仰のもととなっているという点

が問題だとL、う。その理由は，山間住民の文化

受容が， どのような経過を経て現代に至ったか

という大きなテーマに通ずるからである。当時

まだ，マダギは狩猟民族の遺風を伝えるもので

はないか，アイヌ族と密接な関係があるのでは

なかろうか，彼等の言葉の中には忌言葉として

アイヌ語が入っている，などが論じられていた。

現在は，この海幸山幸語の変型ともいうべき

伝承に若干類似した話が，宮崎県三田井の山間
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にあるほかに，高知県物部川上流の「し、ざなぎ

流神道祭文Jとして存在することがわかってい

る。また， この類型に属する山の神の由来は，

第 3の類型には， 2人の狩人が，ーは汚れを

忌んで山の神の出産を助けず，ーは神を助けて

山の幸を得たので，今栄える狩人はいずれもそ

弘前市郊外と秋田市古田王社に伝えられた文書 の末流であると称し山の神を祭れば，多くの

にもあって，阿仁マダ、ギの記憶はこれらから糸 獲物が得られるという伝承を中心に，山の神祭

をひいたものらししとしかしながら，それらの の儀礼，呪文，慰霊法などを記した文があるο

聞の明確な系統の追求と， どのような伝播経過 柳田翁は，この両者の競争には神話のおもかげ

をたどったのかは，依然、として謎であり， 日本

人の文化形成上の大きな課題といえよう。

E 本研究の方法と資料

があるとして，前両者の類型よりも古い形成で

あろうと推論した。

これまでの研究では，主としてこれらの巻物

の内容から，いくつかの発生系統を考えた。た

筆者は，先のような大きな問題への手がかり とえば諏訪の文といわれる「業尽有情， !ilt放不

として，まず近世と近代との狩人の秘伝とされ 生，故宿人倫(天)， 向詮仏果」の四句やその

た山の神のまつり方，獲物の慰霊の方法につい 覚えそこないを一つの要素と認め， この発生は，

て， どのような伝授がなされ， どのような信仰 信州諏訪神社の信仰が流布混入しているとする

伝揺があとづけられるかを考えてみたい。その のである。このような要素の含まれる巻物の分

方法としては，狩猟者の聞にみられる特定の文 布範囲をもって， この信仰の伝播した空間を推

化表象を求め，これを鍵としてその文化伝播経 定するのである。しかし，これで、は，具体的に

路を求めようとする民俗学的方法に依りたし、。 その信仰が誰の手によって，いつ， どのような

資料としては，彼等が所有してきた「狩の巻 経路から猟師たちの中に入り込んだかは明らか

物」と称する文書を利用する。これには2種あ でない。そこで本稿では，秘伝書の多くが伝授

り 1つは主として鉄砲秘伝書であって，射撃 に際して，授受者双方の居所， 日時，氏名など

技術，火薬・弾丸の製法などを説く。明記して を末尾に連記している場合のあることを利用し

はいないが，この系統には，稲富流鉄砲伝書に て，具体的な信仰伝播の経過を地図上にあとづ

自己の工夫を加えたものが多いようである。い

ま1つは主として呪文を記し，災難をよけ野獣

の霊を弔うものであり，それに山の神， もしく

は狩人の由来を説く巻物の場合が多い。こちら

の方が，信仰文化の伝播を探るために好適なこ

とはいうまでもない。

この種の巻物の類型には，まず狩人の祖先と

山の神の関わりを説くものがあり，狩人は日光

権現を助けて赤城山の神を破ったので，いずれ

けてみようとした。

この場合に考慮せねばならぬことは，まず，

伝授される者はどのようにして選ばれるかとい

うことである。一般的に， この種の秘伝を受け

る者は希望して得られるのではなく，秘伝を知

る者の選択眼にかなった者である。したがって，

受ける側の性格が授ける者によってかなりよく

知られている必要があり，平素の行動において

相互の交流がみられる範囲内に限定される。次

の山で狩をするも差し支えないとし、う許可をい には，狩猟者であるから文字を読み，あるし、は

ただいたと説く日光派がある。また同じ類型に， 書くことが不得手で，誤字脱字が少なくないが，

狩人が援助したのは弘法大師で、あり，野獣慰霊 意外に文字を自ら写して書く者が存在したらし

の呪文を教えられてたたりを免れたという高野 いという点である。もちろん，民間へ文字の普

派の巻物がある。両者は奥羽地方に多く，これ 及した時期以前に文書の作成年代を淵らせるこ

に対して九州には，大名の狩猟に際しての犠礼 とは困難であるが，初期の巻物作成者には，武

の心得故実を記した「山法J， もしくは「狩評 土や宗教者のような文字を知る者が多かったら

定」と呼ばれるものがある。 しい。庶民らしい名が伝書に記されるようにな
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るのは，ほぼ近世中期以後であるから， この方

法による山民文化の伝播経路はその時期以後に

限られるが，場所と時期とを明確にする場合に

は，試みて得る点は少なくないと考える。

E 九州地方の事例

はじめに，比較的古い類型に属L，原本は寛

永11年 (1634)に筆写されたと奥書に記される，

宮崎県西臼杵郡高千穂町五ヶ所字笈野町の佐藤

宮崎県日向圏西臼杵郡五ヶ所村笈野町猟夫

佐藤松四郎(花押)

最初の転写は未ノグiJ月四日とばかりあって，

年はいつかわからないが，三ヵ所村の五カ瀬川

対岸にある兼ガ瀬村の惣十郎なる人物が伝えて

いる。次に，戸祢川は今椎葉村十根川と書くが，

そこの睦右衛門に伝えられた。諸塚・大仁田の

連山で，兼ガ瀬から約30キロを隔てる。それか

ら再び，兼ガ瀬の対岸三ヵ所に伝わったらし

家文書を取り上げ、ィ:この中には柳田翁が初め い。次いで，そこから20キロ北に離れた五ヶ所

て紹介された， [f後狩詞記』の附録「狩ノ巻」 村の那須氏に伝わっている。ここまでが，おそ

に記されているものと同系の山の神の出産を助 らく延岡藩の支配時代であると思われるが，そ

けた狩人の話が含まれる。その他種々の呪文が の移った年はわからない。

書かれているが，それらの末尾に，初めの記録 この那須氏は，明治3年，はるか南に40キロ

者である矢野文兵衛以下署名伝授者が順序に記 を隔てる椎葉村胡摩山部落の花田氏にこの秘巻

載されている。その部分のみを抄出してみよう。

寛永十一年九月日

小婆之猟師之子孫

矢野又兵衛忠正(花押〉

右者猟師祭物無相書写シ進自可申侯

未ノ卯月四日又書写シ

戸祢川村

睦右エ門殿

兼ヶ瀬村

惣十郎

右者古小被の猟師之朝一子相伝之巻物危用一

用迄賓正也他伝受不可看者也

日向園高千穂三ヶ所村

飯干舛右衛門(花押)

椎葉山五ヶ所村那須四右エ門殿

又写申迄の而如件

明治三年無水月一八日那須貞右エ門ぷ

胡摩山村花田又右ェ門股

又書写取申侯右岡村

今回伝治郎

明治四年未ノ二月六日書写取申候也

同十四年己旧二月五日又改メ写シ直シ申侯也

但シ此先ハ熊のひぼときなり(以下中略〉

右者今般今回伝治郎君ヨリ右之巻物拝借致シ

写之也

明治廿年旧三月二三日

を伝えたが，同村の今田氏が翌明治4年に写し

とっている。おそらくこの人は，秘伝の習得に

積極的で，花田氏が伝授をうけたことを耳にし

て筆写を懇望したのであろう。だから，それま

でのように長い期聞をおかずに筆写したのであ

り， この推測を裏づけるものとして，今回氏は

その後にこの記録にのせられていなかった「熊

の紐とき(熊を捕って解体する儀礼)J を伝書

に書き加えている。

この熊の解体に当たって執行する儀礼は， も

と四国土佐・阿波の境界山地に行われた西山流

という一派の行者が伝えていたらしく，その伝

書の最も古い記載は享保14年 (1729)に行なわ

れている。)また九州でこれまで最も早い記録は，

天明 5年 (1785)に高千穂の隣町日ノ影町煤市

の熊祭に用いられた祭文であり，次いで米良山

の「狩ノ巻」の末に記された「熊の紐ときの伝」

が寛政5年 (1793) となっているo r狩ノ巻」

のはじめに西山小猟師とある点から， これが西

山流の影響を受けていることは確かで，四国狩

猟文化の伝播が東方から及んできたと想定でき

る。しかし山地での伝播速度は意外に遅く，

媒市から胡摩山までははるかに五ヵ瀬JIIの峡谷

と連山を隔てるとはいえ，約50キロの距離に100

年以上を要している。山地の文化伝播が遅いこ

とがうかがわれる一例であろう。しかも一方で，
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五ヵ所に隣接する高千穂町の岩戸に伝えられた L 、。図1の伝授地の分布はこの形をよく示し，

「狩評定」は，これらと全く別系統の阿蘇山麓 それが隣接地に浸透して連続した文化空聞を形

地方から伝播したもので，山地の文化伝播，こ 成せず，不連続性を示すことがよくわかる。

とに信仰的なものの伝播が点在的，飛火的に相

互いりみだれていて，一線で区画される均質的

傾向をもたない事例をも示している。

しかしながら，時間的には，明治以前に比べ

て伝播速度は著しく短縮したようである。これ

は，今回氏が佐藤氏の借用転写を許したことで

もわかるように，文明開化，諸事一新の風潮か

ら，秘伝書を一生自己一身にのみ閲覧しうるも

のとせず，他者にも見せることを可とするよう

になった結果であろう。このような点で，山中

を遠く行動する狩猟者にとっては，平地人が境

界とみなす分水山地こそ一つの行動領域であっ

て，そこでの活動でも反対斜面の住人と合同狩

猟や山小屋での共同宿泊の機会が多L、。したが

って遠方人と知り合うこと，名人や秘伝を知る

人の名を聞いて訪問することも稀ではないから，

遠い空間を隔てて飛び飛びの受容地を見い出し，

かえって近隣への伝播が遅れる場合も少なくな

いま 1つ，九州地方の事例として，大隅半島

根占地方に見られる「山之神本地」系の秘伝書

の末尾部分を示す。これも，山の神の婚姻語を

含むものである。

慶長田己亥十月吉日 段之平左衛門

嫡子平六左衛門

弟子白井山左衛門

寛文二壬寅三月吉日也段之蔵之介

弟子百枝源太左衛門

嫡子百枝沢右衛門

享保拾二歳壬未正月伝也段之平左衛門

享保弐拾歳乙未三月吉也 弟子上川金兵衛

寛保元年乙卯二月吉日 段村之平蔵

宝暦四年甲民八月吉日 黒瀬之正左衛門

明和二乙酉二月吉日十 段之平次郎

安永八己未歳二月吉日写也

小根占北川原半之丞

神之元原口伊右衛門

小根占口原口伊右衛門

この原本は，大根占町段にある段平治家所蔵

文書で，現代では各地に転写本がある。最初の

文字化は当時の同家の当主と思わ九記年を信

ずれば慶長4年 (1599)のことである。その聞

の伝授の相手を見ると，弟子の場合と子供への

場合とがあるが，その空間は現大根占町と根占
ね

町に含まれる約8キロ四方，すなわち往時の繭
Lめ

寝庄の範囲を出なし、。この地域は，すべてが旧

薩摩藩領であるが，伝播を限定している条件は

そのような政治的要因ではなく， より狩猟者自

体のあり方に関わるらしく思われる。

それを解く 1つの手がかりは， この祭文が遠

く大隅半島の東岸，内之浦町岸良の日光院とい

う法印の家に伝えられていたことである。段の

平治家も同様に屋敷内にハナヤという独立した

祈祷所があり，住民の依頼に応じて幣束を切っ

て与える。これは狩猟の時に山の神をまつるた

図1 日向北部山地における狩猟秘伝書の授受範囲 めのもので，段家の主人は代々隣村池田部落の

旗山神社の祭に神幸を途中で迎える役をつとめ
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ている。要するに，法印であったらしし、。日光

院もまた現在まで法印として加持祈榛を行ない，

一定の領域をその信仰圏としていたことは，ま

ぎれもない事実である。そして， 日光院の数代

前の主人で，小根占から養子に入った人があっ

たというから，おそらくこの秘伝の祭文はその
ね L め

折にでも持参したものかと思う。踊寝圧の北東
あひら

部吾平町には，別の旧家から同内容のものが見

つかって， Ii吾平町史』に本文が収録されてい

る。そのことからみても，かような旧家が法印

として地域の信仰文化を統轄していたのが，こ

の地方一般の様相であり， したがってその秘伝

文書の伝播範囲も，その信仰固に限られたので

はなかろうか。

W 奥羽地方南部の事例

次に， 日本列島の北部奥羽地方の山間をみよ

う。その事例として，現在は北海道渡島支庁椴

法華村居住五ノ井正二家の所蔵文書の末尾を示

す。同家はもと福島県大沼郡昭和村小栗山の住

民であったから， この秘伝書は会津山地の狩猟

文化の伝播状況についてのー資料である。

慶長十五年三月日 小石塚兵部之丞信勝

吉沢惣右衛門道定

金子六兵衛政容

栗城八郎兵衛秀元

同百丈之進秀友

文化七庚午正月日 松山渡部伝之丞伝是也

喜三郎

玉梨村川下吉次

子時弘化元年二月中日 右之巻ヲ相伝也

玉梨村川下栗城吉次

行年八十一翁

小栗山村

栗城重太郎殿

同村

五ノ井新太郎殿

右之巻明治七年正月十六日 栗城市作正重

ヨリ同村佐々木弥吉殿

太良布村横山留五郎殿

明治廿五年正月十六日 栗城市作正重ヨリ

川口村大字玉梨湯ノ上

角田長太郎殿

同年二月中日 同村大字小栗山

諏佐亀松顧

問年三月三日 同村同字

栗城丑太郎殿

右小巻流極秘蜜年来依御熱心不残相伝能々他

見有間敷者也

子時明治廿五年辰二月日 栗城市作正重ヨリ

諏佐亀松殿

子時明治正月日 諏佐亀松ヨリ

川口村大字玉梨

舵城鯛次殿

子時明治三十二年二月日 諏佐亀松ヨリ

同村大字同

栗田藤作股

仲立

栗田新吾殿

子時明治三十二年三月日 諏佐亀松ヨリ

沼沢村沼沢

猪俣酉次郎段

子時明治三十九年九月十九日 諏佐亀松ヨリ

当村同大字

五ノ井宗次郎殿

仲立

横山伝太郎殿

子時大正八年正月日 諏佐亀松ヨリ

沼沢村中川

長谷川勘蔵殿

同年正月日 沼沢村太良布

若林重策殿

子時大正十四年正月吉日 諏佐亀松ヨリ

当村同大字

五ノ井乙三郎殿

ここには出していないが，本文には山の神の

由来や狩猟の作法についてはふれず， もっぱら

各種の呪文・唱えごとを列記してある。最初の

書写が慶長15年(1610)というのを信ずるならば，

全国的にこの種の文書の作成され始めたのが，

中世末から近世初期への移行の時期に相当する

わけで， これがこの種の文書成立事情への 1つ
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の手がかりとなる。すなわち，混乱した社会情 しでも本家には原本が残って，子孫が所持した

勢が安定し始め，武術で身を立てたり信仰を指 のであると判断される。

導した一派の人々が，漂泊生活から定住に移行 玉梨の栗城家が各地の人に伝授しているのと

した時期で、ある。狩猟一行商などに従った者も， 同じように，小栗山の人で明治25年に伝授を受

同様であったろう。初期に伝授にあずかった人 けた諏佐亀松という人も，野尻川の谷から下流

に武士らしい名乗りをもっ者が多いのは，九州

において大名狩の儀礼を規定した「山法」や，

阿蘇神宮の狩の作法の系統をひくらしい「狩評

定」の伝書でも同様で，全国的な傾向を示して

の村の人々にこの書を伝えた。ここではもはや，

I代に 1人に秘伝を伝えるという形ではない。

これもおそらく明治期の文明開化の波が及んで，

希望する人に一定の資格が認められれば，人数

いるように思われる。しかしながらその人々 を限らず伝授させるようになった結果であろう。

の大半が住所を記Lていなし、点に注意する必要 近世と近代との伝承形態のちがし、が，九州山地

がある。おそらく，彼等は農民と異なる存在で でも会津山中でも相談したわけではないのに，

あり，宗門人別改候では別記されるような人々 同じ傾向として現われていることは重要である。

ではなかったろうか。つまり，神職・僧侶・修 このことは，栗城市作が最後に諏佐亀松に伝授

験・行人・医師その他に類する漂泊生活者では した末文に， r右小巻流極秘蜜年来依御熱心不

なかったかと考えられる。 残相伝能々他見有間敷者也J(傍点筆者)とある

この秘伝が，小栗山の部落がある野尻川の谷 ように，長い間熱心に依頼すれば. 1代1人と

に伝わったのは，最上流の松山部落に居住した 限らず授与されるという点からうかがわれよう。

渡部伝之丞なる人物の時代らしし、。それが文化 以後， この諏佐氏も，玉梨・沼沢・中)f[・太良

7年 (1810)だったことは，注意してよL、。後

述するように， この時期は，奥羽地方の狩猟者

の定着が明確化して間もない時であった。この

布の各集落の住人7名に伝書を写させている。

これが明治25年から大正14年までの36年間に行

なわれたので，近世の 1代40年に 1人という伝

間に秘伝を伝承していた人々がどこに住んだか 播速皮からいうと，明治になって50年の間に12

は明らかでないが，記録されてから 200年を経 名が伝授をうけているので，ほぼ10倍になって

ているから. 1代約40年を隔てて，次の伝承者 いるといえよう。

に引き継がれていたことになる。それから喜三 しかしながら空間的にいうと，その伝播範

郎なる人を聞において，玉梨の栗城吉次氏がこ

れを受けて署名したのが，弘化元年 (1844) 2 

月であった。この人と，次にしばしば記名する

栗城市作正重なる人物とがどのような関係にあ

るのかは明らかでないが，年月不明ながら明治

囲は図2で見るように，わずか10キロ四方ほど

の狭小な範囲にとどまる。これは前に述べた大

隅半島の場合の近世期に 1人の法印が支配し

た信仰圏と，広さではほとんど差異が見られな

い。これも，同様な理由によって限定されたも

になってからと思われる時期に. 81歳で小栗山 のであろうか。

の人にこの秘伝を伝授したらしい。「行年八十 図3によって明らかなように，会津地方の山

一翁」とL、うのは，その折の署名と思われ，ま 間部には，各谷ごとに種類を異にする狩猟秘伝

た相手の姓名と肢の称が付されている点は以前 書が分布している。全体としての類型は和歌を

の記載例がなく，明治以後の部分にはすべて付 多く混じえた内容で，呪文・唱えごとを主とし，

いているから， この伝授も明治初年と見られる。 林業から狩猟に転じたらしい人々が伝えたよう

栗城吉次氏が改名した形跡もなく，そのすぐ後 に思われるが，時期的には新らしく，たとえば

の伝授に同姓市作の名がでてくるところを見る 南郷町山口の小椋家文書はヂ化6年 (18飢

と，この人は吉次翁の子孫、ではなかろうか。前 伊北村田子倉の皆川家文書は天保6年 (1835)

述した段平治家の文書の場合のように，伝授は の記録である。この点で，この地方山聞に行わ
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れた日光山信仰と，それに伴う万治万三郎なる

狩人が二荒権現を助けてその狩猟許可を得たと

いう，いわゆる日光派の狩猟秘伝「山立根本之

巻」の系統は，ほとんどうかがわれなし、。越後

東蒲原郡実川の猪俣氏文書は， この原型を伝え

る伝書で会津地方に最も近接し，慶長年間の記

録として確認されるものあるが，その類型は口

頭伝承のみに残存しているにすぎない。

参考までに， この類型の伝承を述べれば，サ

ノレマあるいはサノレノ、流と， オウパあるいはアオ

パ流の猟師があり，前者は山の神の産を助け，

後者は助けなかったため，それぞれ賞罰があっ

た。いまの狩人は，サルマの猟師の子孫である

といい，実川の巻物「日光権現縁起」の中に，

この狩人を小野猿丸としているのと一脈の関連

をうかがわせる。しかしながら， これが文字の

うえに見られるのは，文化6年 (1809)の小椋

家文書が最も古く， これに次ぐのは越後片JII

の明治元年成立と推定される伝書である。した

がって，おそらくこの口頭伝承は近世の久しい

期間にわたり，会津山中の大半で口伝えとされ

てきたもので，その文字化は遅れたにちがし、な

い。その間，近世中期には，たぶん神道系の宗

教者による別系統の狩猟儀礼が流布し，早く近

世の末期から文字となって伝承されたように思

われる。

このような事情となった理由は，なぜであろ

うか。すでに菊地利夫氏が論じられたように，

中世末から近世初頭の会津山地では， 日光・宇

都宮方面との聞に漂泊的生活を送り，宗教的性

格をもっ行商人たちが往来しそれぞれの系図

や由来書によって市場の開催権，または管理権

を争っていたらしい。その最末期が，若松を中

心とする市立についての，築国家と吉原家との

争論である。吉原家は修験系の商人司として，

広大な会津の山間を後背地とした高田の市立を

最後まで維持しようとした:そのための交通路

は高田の南，尾岐から博土山の南を越え，

は檎和田峠を越えて大内，小野を経て田島に

出，山王峠を越えて下野地方に抜けるものであ

ったかと思われる。ことにこの経路は，近世初

ムfJ ム
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図3 会津地方の異系狩猟秘伝書の

分布状態と図2の位置



期には幕領のみを通過していたから，行商人に

は有利な点があったのではなかろうか。

かような山地が藩領もしくは預所となって，

いわゆる間道の多くが閉鎖されてしまうと，各

谷々を結ぶ山越えの道は廃道化し，谷ごとの狭

い文化圏が分立して，中世的信仰を維持できな

い状態が，近世中期には訪れることとなったの

ではなかろうか。またそれに乗じて，会津藩が

承認しやすい神道系の宗教者の勢力が強化され

たのではなかろうか。たとえば，吉原家が奉じ

たらしい熊野神社の信仰が，近世著しく衰えた

ことは，寛文5・6年 (1655-56)の『会津風

俗帳』に見る退転社寺のうちむ熊野社のp
る割合の比較的大きいことから推察される。こ

れに代わって侵入してきたのが，伊勢の御師の

ほか，愛宕・津島・多賀等の関西系の神主であっ

たことは，貞享2年 (1685)の「会津郡郷村之

品々書上ヶ申帳」の伊南古町組の項に詳しい。

なお，この地域でも狩猟は行われているが，多

くは鳥打で，熊狩はあまり盛んではなかった。

これらの詳細については，別稿で、論じたL、と考

える。

V 奥羽地方北部の事例

熊治郎へ

。) (肩書前記ニ同シ〉

宝暦十年辰九月相伝

南部岩手郡薮川村
まだ g

Z又木勝之丞江

右之通相写之申候也

明治十六年旧二月吉日

南九戸部長内村平沢

平沢丑蔵持用

同郡小久慈村和野友吉江

相伝持用

明治十八年正月吉日

同村奴木被持伝置左ニ

熊谷巳之吉持用

同村同

明治廿五年二月吉日

右之通ニ御座候

日沢重蔵持用

夏坂は因子マダギの本拠であるが， ここから

勝之丞マダギの居住地薮川までは，約70キロを

隔て 1日では到達できない距離である。この

空聞を隔てて両者がどのようにして知り会うこ

とができたかは不明だが，当時の彼等が定着せ

ず，漂泊狩猟を行なう生活にあったとすれば，

最後に，同じく奥羽地方の狩猟秘伝書の伝播 解釈は可能である。そして秋田マダギの例を見

について，全く反対に広大な空間を越えて伝わ れば，それは事実で、あったと考えられる。彼等

った事例を考察してみよう。それは岩手県久慈 は後代の文政10年 (1827)になっても，遠く越

郡小久慈村(現在久慈市)日沢重蔵氏所蔵，森 後・信州境まで狩に出かけていたー

嘉兵衛氏報告のもので，宝暦10年 (1760)以後， 薮JI[から明治16年に平沢氏に渡った(2)の文書

明治25年に同家の祖先が伝授されるまでの氏名 は，伝授関係ではなく，売買によって勝之丞家

記載がある。 2通あって内容は， (1)が山の神の から出たものであろう。また， (1)の方は久慈郡

由来記， (2)が引導のため，危難除けのための呪 三日町の熊治郎へ伝わったが，これは伝授かも

文，唱えを集めたものである。〉両者は本来セツ しれなb、。しかし，日時はわからなし、。この間も

トをなすものであったと思われるが，途中別々

に伝えられた形跡がある。

50キロあるが，両者がセットをなさなかったこ

とを考えると， これは漂泊狩猟のためとはいい

奥州南部因子夏坂にくいのである。さらに(2)の文書も，明治16年(1) 吉野末孫小内足雪渡末流

一人又鬼源左衛開印

宝麿十年九月相伝

南部岩手郡薮川村

勝之丞ニ

久慈三日町

に平沢氏から和野友吉が相伝したが，同18年に

は早くもマ夕、、ギ熊谷巳之吉民の手に移っており，

これは持用であって相伝したのではない。この

時期はし、わゆる松方財政に伴う不景気であった

から和野家の事情で手ばなしたのであろうか。
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そして，熊谷氏は日沢氏に相伝したのである。

この距離が明治になってきわめて近くなったの

は，前に記した近世における狩人の定着化によ

ると思われる。

以上の事例から， 日本列島の北辺では，近世

中期まで遠方出猟による仲間や知人関係が彼等

の聞には成立しており，秘伝をそうして得たす

ぐれた狩人に伝授することが可能だったのでは

ないかと想定することができる。そして同じ伝

書が近世末から明治になると，会津地方と同じ

くきわめて近距離のみで相伝されるのは， この

時期になるまでの近世末期の数十年の聞に，奥

羽地方の山間では狩人の定着化が急激に進行し

た結果らしい。秋田地方のマダギに関する文献

が，大部分は文化・文政期以後である理由は，

このように理解できるのではなかろうか。

日本の山地住民の文化が， どのようにして成

長し伝播し，かつ変容していったかを明らか

にすることは，将来の山地居住のありかたを考

える上でも，大きな参考となる。本論が，その

第一歩となることを期待しつつ筆をおく。

(明治大学文学部〉
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ON THE DISSEMINATED WAY OF THE SECRET-SCROLLS 

ABOUT THE OLD HUNTING MANNERS 

IN THE MOUNTAINLAND OF JAPAN 

Tokuji CHIBA 

There were some varied lines of Old Hunting Manners of the common hunters 

in Japan. These Folk-manners were something magical or religious， if they were 

words or behaviors， and believed by those hunters as a way for good fortune. These 

Manners were recorded in papers which were called “secret-scroll" _ 

Some these scrolls were diss巳minatedfrom a place to another place by th巴 chan-

ging hands or instruction among the fellow of hunters. At th巴 latterchance， the 

process had been recorded at the end of the scroll formally. The author， accordingly， 

m且kinga trial by the records to search for the roots of hunting culture in Japan. 

Some sumples of the disseminating area in the western and eastern part of Japan are 



picked up in this study as Fig. 1 and Fig. 2. 

His findings are as next ; 1) in the end of the Recent Times， the distances of 

instruction from one hunter to another were more and more shorter than those of 

in the the older Times. 2) by the above mentioned phenomena， he thought that the 

hunters by and by settled in mountain villag巴sat the Modern Age. But till the 

firstltimes of the Age there had been extant wandering hunters in the mountainland 

oflJapan， the author guesses， and visiting round to the common hunting peoples for 

instruct in the Old manners. 3) at that time， aforsaid hunters would have a character 

of hermit or Buddist exorciser， but latter they changed the character of them to the 

common hunting people. This is the author's conclusion from their signatures signed 

in the end of these scrolls. 
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